
平成２７年２月１日発行

議会だより

みなみちたみなみちた 第150号

12 月定例議会の審議結果

委員会スポット

一般質問（５名が登壇）

常任委員会合同行政調査

他市町からの視察来町
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　１月３・４日、篠島で正月祭礼
の大名行列が行われました。
その様子を撮影するため、毎
年、多くの観光客が島を訪れ
ます。
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１２月定例会

《12月３日採決》

《12月12日採決》

　12月定例議会は 12 月３日から10日間の会期で開催し、「南知多町国民健康保険条例の一部を
改正する条例について」始め議案12件、請願４件を審議しました。
初日は、一般質問に５議員が登壇、「専決処分の承認を求めることについて（平成 26 年度南知
多町一般会計補正予算（第５号））」始め３議案を承認、可決。
　最終日は議案採決。一般議案 9 件を可決、請願４件を不採択、発議１件を否決し、12月12日
に閉会しました。
　採決の結果は、以下のとおりです。
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○○○
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議　

案
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案

請　

願

発　

議

件　　名 結　果

承　認

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

不採択

不採択

不採択

不採択

否 決

専決処分の承認を求めることについて（平成
26年度南知多町一般会計補正予算（第５号））

町道路線の廃止について

財産の購入について（給食配送車）

南知多町国民健康保険条例の一部を改正す
る条例について

南知多町消防団員等公務災害補償条例の一
部を改正する条例について

南知多町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期
末手当に関する条例の一部を改正する条例について

南知多町特別職の職員で常勤のものの給与及び
旅費に関する条例の一部を改正する条例について

南知多町教育長の給与・勤務時間その他の勤務
条件に関する条例の一部を改正する条例について

南知多町職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例について

平成26年度南知多町一般会計補正予算（第６号）

平成 26年度南知多町介護保険特別会計補正
予算（第２号）

平成 26年度南知多町水道事業会計補正予算
（第１号）

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改善・
大幅増員を求める請願

介護従事者の処遇改善を求める請願

愛知県看護職員１５万人体制などの実現を
求める請願

消費税増税１０％への引き上げ中止を求め
る意見書提出を求める請願

愛知県看護職員１５万人体制などの実現を
求める意見書

※ ○は賛成、×は反対。　議長（榎戸陵友）は採決に加わらない。
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地
域
の
民
間
給
与
水
準
を

　
　

踏
ま
え
て
と
い
う
こ
と
だ

が
、
現
在
の
町
内
の
民
間
事
業

所
の
給
与
水
準
は
ど
の
く
ら
い

か
。

　　

町
内
の
民
間
事
業
所
の
給

　
　

与
水
準
は
把
握
し
て
い
な

い
。
町
職
員
の
給
与
改
定
は
、

人
事
院
が
国
家
公
務
員
の
給
与

に
つ
い
て
、
約
１
万
２
，
４
０

０
の
民
間
事
業
所
に
お
け
る
従

業
員
約
50
万
人
の
給
与
を
調
査
・

比
較
し
た
上
で
行
っ
た
勧
告
に

基
づ
き
実
施
す
る
。

条
例
関
係

文
教
厚
生
委
員
会
　
月
　
日
5

12

◆
平
成
26
年
度
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
６
号
）

◆
南
知
多
町
国
民
健
康
保
険
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

に
つ
い
て

◆
平
成
26
年
度
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
６
号
）

◆
南
知
多
町
職
員
の
給
与
に
関

　

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

予
算
関
係

予
算
関
係

総
務
建
設
委
員
会
　
月
　
日

　　

今
回
の
改
正
は
、
国
の
指

　
　

導
に
よ
る
も
の
か
。

　　

今
回
の
改
正
に
よ
る
支
給

　
　

額
の
変
更
は
、
健
康
保
険

法
施
行
令
の
改
正
に
基
づ
く
も

の
で
あ
り
、
国
の
指
導
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

　　

改
正
に
よ
り
、
町
の
負
担

　
　

は
増
え
る
の
か
。

　　

今
回
の
改
正
に
よ
る
支
給

　
　

総
額
は
、
改
正
前
と
同
額

と
な
る
た
め
、
増
え
る
こ
と
は

な
い
。

　
　

　　

児
童
手
当
の
国
庫
負
担
金

　
　

は
、
平
成
25
年
度
の
返
還

金
な
の
で
、
そ
の
年
度
内
に
精

算
で
き
な
い
の
か
。

　　

平
成
25
年
度
の
児
童
手
当

　
　

国
庫
負
担
金
は
、平
成
25
年

度
の
決
算
に
よ
り
平
成
26
年
11

月
に
確
定
す
る
た
め
、
平
成
25

年
度
中
に
は
精
算
が
で
き
な
い
。

　

翌
年
度
に
精
算
し
、
今
回
は

返
還
金
が
生
じ
た
。

　
　

離
島
事
業
系
ご
み
収
集
運

　
　

搬
費
に
つ
い
て
、
観
光
業

者
よ
り
支
援
要
望
を
受
け
た
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
毎
年
受
け

て
い
る
の
か
。

　　

離
島
と
い
う
地
域
性
が
あ

　
　

り
、
関
係
業
者
よ
り
毎
年
、

支
援
の
要
望
が
あ
る
。　

委
員
会
ス
ポ
ッ
ト

問問 答答

問問

問

答答

答

答 問問

９

12

条
例
関
係

　
　

歳
入
の
県
負
担
金
、
海
岸

　
　

施
設
災
害
復
旧
事
業
費
が
、

歳
出
の
海
岸
施
設
災
害
復
旧
費

の
１
／
２
に
な
っ
て
い
な
い
理

由
は
な
に
か
。

　　

今
回
の
補
正
予
算
で
計
上

　
　

し
た
海
岸
施
設
災
害
復
旧

費
は
、
流
木
等
の
処
分
に
要
す

る
費
用
で
あ
り
、
す
で
に
仮
置

き
場
ま
で
の
収
集
運
搬
を
、
予

備
費
の
充
用
に
よ
り
実
施
し
て

い
る
。

　

こ
の
合
計
額
が
１
，
１
７
６

万
３
，
０
０
０
円
で
対
象
事
業

費
と
な
る
。

　

そ
の
事
業
費
の
１
／
２
の

５
８
８
万
１
，
０
０
０
円
を
県

負
担
金
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

　
　

歳
出
の
海
岸
施
設
災
害
復

　
　

旧
費
７
９
４
万
円
の
う
ち
、

流
木
等
の
処
分
費
は
い
く
ら
か
。

　　

流
木
等
の
処
分
に
要
す
る

　
　

費
用
に
つ
い
て
は
、
対
象

数
量
が
６
４
５
㎥
で
、
金
額
は

６
４
８
万
１
，
０
０
０
円
で
あ
る
。

答
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津
波
災
害
時
に
お
い
て
、  

　
　
行
政
と
し
て
は
処
方
箋

問
題
、
一
次
避
難
場
所
の
防

寒
等
問
題
、
一
次
か
ら
二
次

避
難
場
所
へ
の
移
動
問
題
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　

渡
辺
総
務
部
長

　
　

処
方
箋
に
は
、
常
に
最

新
の
も
の
が
必
要
な
た
め
、

行
政
が
デ
ー
タ
で
管
理
す
る

こ
と
は
非
常
に
困
難
。
処
方

箋
は
、
災
害
時
の
持
ち
出
し

品
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ

り
、
避
難
袋
に
入
れ
る
な
ど

自
助
意
識
を
高
め
て
欲
し
い
。

一
次
避
難
時
の
防
寒
対
策
は
、

一
次
避
難
場
所
は
短
時
間
の

一
時
的
な
避
難
場
所
と
考
え

て
い
る
の
で
各
自
で
備
え
を

し
て
欲
し
い
。

　

屋
内
施
設
で
あ
る
二
次
避

難
所
へ
の
移
動
は
、
避
難
所

運
営
と
と
も
に
、
自
主
防
災

組
織
等
と
の
協
議
や
防
災
訓

練
の
場
で
検
討
を
重
ね
て
行

く
。

　
　
被
災
地
に
町
職
員
を
派

　
　
遣
し
、
実
際
の
経
験
を

学
ば
せ
町
の
防
災
対
策
に
活

か
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　

渡
辺
総
務
部
長

　
　

職
員
派
遣
は
震
災
直
後

に
短
期
間
の
要
請
を
受
け
家

屋
被
害
認
定
調
査
、
健
康
相

談
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
避
難

所
の
衛
生
対
策
を
行
う
た
め

に
派
遣
し
た
。
復
興
段
階
に

な
っ
て
中
長
期
で
の
派
遣
は
、

技
術
職
や
専
門
職
の
要
請
で

あ
り
、
本
町
の
よ
う
な
小
規

模
自
治
体
に
お
い
て
は
、
中

長
期
に
派
遣
で
き
る
職
員
の

余
裕
が
な
く
困
難
で
あ
る
。

　

　
内
海
に
あ
る
う
み
っ
こ

　
　
児
童
ク
ラ
ブ
の
環
境
は
、

町
の
最
低
基
準
を
満
た
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
現
在
の
環

境
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

早
川
厚
生
部
長

　
　

町
の
設
備
運
営
基
準
は
、

「
明
る
く
て
、
衛
生
的
な
環

境
に
お
い
て
、
素
養
が
あ
り
、

か
つ
、
適
切
な
訓
練
を
受
け

た
職
員
の
支
援
に
よ
り
、
心

身
と
も
に
健
や
か
に
育
成
さ

れ
る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の

と
す
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、

基
準
を
満
た
し
て
い
る
と
考

え
る
。
今
後
も
施
設
的
な
環

境
面
で
は
、
現
在
の
環
境
を

維
持
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、

本
事
業
の
設
置
場
所
に
つ
い

て
、
児
童
や
保
護
者
に
と
っ

て
最
も
良
い
の
は
、
通
学
し

て
い
る
小
学
校
内
と
考
え
て

い
る
の
で
、
学
校
の
余
裕
教

室
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
う
み
っ
こ
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
の
あ
る
建
物
の
耐
震
性

は
。

　
　

早
川
厚
生
部
長

　
　

構
造
耐
震
指
標
は
０
．

４
６
と
い
う
数
値
で
、
耐
震

性
は
低
い
と
い
う
状
況
で
あ

る
。

　
　
町
が
行
っ
て
い
る
河
川

　
　
水
質
調
査
に
つ
い
て

①
目
的
は
何
か
。

②
水
質
の
何
が
解
る
の
か
。

③
現
在
の
水
質
状
況
は
ど
う

な
の
か
。

④
基
準
値
を
超
え
た
場
合
の

対
応
は
。

⑤
有
害
物
質
の
調
査
は
必
要

な
い
の
か
。

　
　

早
川
厚
生
部
長

　
　

①
目
的
は
河
川
流
域
の

生
態
系
保
全
や
、
各
河
川
か

ら
海
へ
の
流
入
水
質
の
状
況

を
把
握
す
る
こ
と
。

②
各
家
庭
な
ど
か
ら
の
排
水

が
、
河
川
を
通
し
て
海
域
へ

の
負
荷
が
ど
の
程
度
あ
る
の

か
が
解
る
。

③
河
川
上
流
部
に
お
け
る
事

業
所
か
ら
の
排
水
、
未
処
理

の
生
活
雑
排
水
等
の
原
因
に

よ
り
、
富
栄
養
化
が
進
ん
で

い
る
と
考
え
て
い
る
。

④
基
準
値
を
超
え
た
原
因
を

調
査
し
、
発
生
原
因
の
特
定

を
し
た
後
、
改
善
指
導
を
行

う
。

⑤
町
内
に
は
カ
ド
ミ
ウ
ム
等

の
第
一
種
指
定
化
学
物
質
を

取
扱
う
民
間
事
業
所
が
無
い

た
め
、
人
の
健
康
保
護
に
関

す
る
水
質
調
査
は
行
う
必
要

は
無
い
と
考
え
て
い
る
。

津
波
災
害
避
難
時
の
備
え

問問 答

答答 問

問問 答

答

一般質問

Ｑ 津波時の一時避難場所での
　　　　　　　　　防寒対策などは
Ａ 各自で備えをしてほしい

清水英勝議員

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
環
境
に
つ
い
て

河
川
水
質
調
査
に
つ

い
て
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防
犯
灯
の
役
割
を
ど
う    

　
　

考
え
て
い
る
か
。

　
　

渡
辺
総
務
部
長

　
　

夜
間
の
道
路
通
行
の
不

安
緩
和
と
、
路
上
犯
罪
の
防

止
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

町
が
把
握
し
て
い
る
防

　
　

犯
灯
の
設
置
数
は
。

　
　

渡
辺
総
務
部
長

　
　

防
犯
灯
の
促
進
助
成
が

始
ま
っ
た　

昭
和
53
年
度
よ

り
地
元
区
に
対
し
設
置
促
進

補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、
平

成
25
年
度
ま
で
の
累
計
で
、

１
，７
４
９
基
の
設
置
に
対

し
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
数
値
に
は
、
商

工
会
な
ど
が
設
置
す
る
街
路

灯
、
町
や
県
が
設
置
す
る
道

路
照
明
な
ど
は
含
ま
な
い
。

　
　

防
犯
灯
の
新
設
お
よ
び

　
　

改
修(

器
具
交
換)

、

維
持
管
理
費
の
１
年
間
の
総

額
と
、
そ
れ
に
対
す
る
町
の

補
助
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

　
　
渡
辺
総
務
部
長

　
　

維
持
管
理
は
区
が
行
っ

て
お
り
、
町
は
維
持
管
理
費

を
把
握
し
て
い
な
い
。

　

平
成
25
年
度
の
設
置
費
の

実
績
は
32
基
、
１
０
９
万
７
，

３
８
２
円
。

　

補
助
金
の
実
績
は
４
１
万

７
２
０
円
で
、
限
度
額
は
家

屋
付
き
が
１
万
１
，０
０
０
円
、

支
柱
付
き
は
２
万
３
，０
０

０
円
。
補
助
率
は
設
置
費
の

６
／
10
以
内
で
あ
る
。

　
　

町
世
帯
数
で
の
防
犯
灯

　
　

数
の
割
合
と
、
地
域
の

負
担
金
額
は
、
他
市
町
と
比

べ
適
切
か
。

　
　

渡
辺
総
務
部
長

　
　

平
成
24
年
度
末
の
郡
内

５
町
の
防
犯
灯
設
置
数
を
世

帯
数
で
除
し
た
数
値
は
、
阿

久
比
町
０
．２
６
基
、
東
浦

町
０
．１
９
基
、
美
浜
町
０
．

３
２
基
、
武
豊
町
０
．１
６
基
、

南
知
多
町
０
．２
４
基
で
あ
る
。

　

な
お
、
地
域
の
負
担
金
額

は
、
自
治
体
管
理
や
、
地
域

負
担
の
場
合
な
ど
ま
ち
ま
ち

な
た
め
、
明
確
な
比
較
は
で

き
な
い
。

　

町
が
設
置
、
管
理
を
行
っ

て
い
る
の
は
、
阿
久
比
町
、

東
浦
町
、美
浜
町
で
、武
豊
町
、

南
知
多
町
は
、
補
助
金
を
出

し
て
地
元
が
設
置
、
管
理
を

行
っ
て
い
る
。

　

適
切
か
ど
う
か
の
判
断
は
、

各
市
町
の
面
積
や
集
落
形
成

の
状
況
、
そ
の
他
の
照
明
設

備
の
状
況
の
把
握
が
完
全
に

な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
概
に

判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。

　
　

従
来
の
蛍
光
灯
の
防
犯

　
　

灯
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
で

は
、
器
具
本
体
の
耐
用
年
数

の
間
で
、
維
持
管
理
に
一
灯

当
た
り
、
い
く
ら
の
差
が
出

る
の
か
。

　
　

渡
辺
総
務
部
長

　
　

概
算
で
、
電
気
料
と
取

替
費
で
２
，４
０
０
円
、Ｌ
Ｅ

Ｄ
の
方
が
安
く
な
る
。

町
が
把
握
す
る
防
犯
灯
１
，

４
９
基
で
計
算
す
る
と
、

年
間
で
４
１
９
万
７
，６
０

０
円
安
く
な
る
。

　
　

防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
切

　
　

り
替
え
た
場
合
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
何
が
考
え
ら
れ

る
か
。

　
　

渡
辺
総
務
部
長

　
　

電
気
使
用
量
が
減
り
、

電
気
料
金
が
安
く
な
る
こ
と

と
、
電
灯
管
の
取
り
換
え
回

数
が
減
り
、
取
替
費
用
が
少

な
く
な
る
こ
と
。
ま
た
、
省

エ
ネ
と
、
二
酸
化
炭
素
排
出

抑
制
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　

今
後
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

　
　

に
切
り
替
え
る
普
及
策

は
考
え
て
い
る
か
。

　
　

渡
辺
総
務
部
長

　
　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
に

限
り
、
補
助
限
度
額
の
緩
和

な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　

防
犯
灯
の
地
域
負
担
軽
減
を

問問問 答答答

問問

問

問

答

答答

答

Ｑ 防犯灯ＬＥＤ化の普及策は

Ａ ＬＥＤ防犯灯の助成限度額
　　　　　　　　緩和を検討する
　　　

一般質問

▲省エネの推進により
全国で設置が進むＬＥ
Ｄ防犯灯 （内海地区）
　　　　

※ＬＥＤとは…発光ダイオードの略
　であり、照明・電球・ライト・テレビ
　など幅広い分野で利用され、省エネ・
　長寿命などメリットが多い。
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小
中
学
校
に
通
う
子
供

　
　

の
教
育
の
機
会
均
等
を

保
障
す
る
た
め
の
制
度
と
し

て
、
給
食
費
、
修
学
旅
行
費

等
を
支
給
す
る
就
学
援
助
制

度
が
あ
る
が
、
こ
の
制
度
は

生
活
保
護
基
準
が
元
に
な
っ

て
い
る
。
平
成
25
年
８
月
か

ら
生
活
保
護
基
準
が
引
き
下

げ
ら
れ
た
。
現
在
、
当
町
は
、

就
学
援
助
制
度
を
受
け
ら
れ

る
基
準
は
生
活
保
護
世
帯
の

１
．３
倍
に
な
っ
て
い
る
が
、

１
．４
倍
に
引
き
上
げ
て
は

ど
う
か
。

　
　

大
森
教
育
長

　
　

本
町
の
定
め
る
基
準
は
、

県
内
の
市
町
村
と
比
較
し
て

も
低
い
わ
け
で
は
な
く
、
適

切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

生
活
保
護
基
準
引
き
下

　
　

げ
に
よ
っ
て
、
平
成
25

年
以
降
で
就
学
援
助
を
打
ち

切
ら
れ
た
児
童
は
い
る
か
。

　
　

大
森
教
育
長

　
　

段
階
的
に
生
活
保
護
基

準
は
引
き
下
げ
ら
れ
る
が
、

平
成
25
年
度
以
降
に
該
当
す

る
児
童
は
い
な
い
。

　
　

平
成
27
年
は
、
生
活
保

　
　

護
基
準
が
さ
ら
に
引
き

下
げ
ら
れ
、
就
学
援
助
を
受

け
ら
れ
な
く
な
る
児
童
が
出

て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
処

す
る
か
。

　
　

大
森
教
育
長

　
　

影
響
が
大
き
い
よ
う
で

あ
れ
ば
、
財
政
当
局
と
も
相

談
し
検
討
す
る
。

　
　

ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生
徒

　
　

会
費
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
も

就
学
助
成
の
補
助
対
象
に
し

て
は
ど
う
か
。

　
　

大
森
教
育
長

　
　

現
在
、
給
食
費
、
学
用

品
費
、
通
学
用
品
費
な
ど
、

多
く
の
品
目
に
つ
い
て
対
象

と
し
て
お
り
、
こ
れ
以
上
拡

大
す
る
予
定
は
な
い
。

　
　

憲
法
第
26
条
の
「
義
務

　
　

教
育
は
、
こ
れ
を
無
償

と
す
る
」
の
立
場
か
ら
、
学

校
給
食
費
を
無
償
と
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
が
い
か
が

か
。

　
　

大
森
教
育
長

　
　

学
校
給
食
法
の
趣
旨
に

基
づ
き
、
保
護
者
の
方
に
は

給
食
の
食
材
費
に
相
当
す
る

金
額
だ
け
を
ご
負
担
い
た
だ

い
て
お
り
、
今
後
と
も
、
保

護
者
の
方
に
ご
負
担
し
て
い

た
だ
く
。

　

な
お
、
真
に
生
活
が
苦
し

い
家
庭
に
対
し
て
は
、
就
学

援
助
制
度
に
よ
り
、
給
食
費

は
無
料
と
し
て
い
る
。

　
　

現
在
、
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
　

は
、
事
業
者
に
配
達
、

見
守
り
代
と
し
て
１
５
０
円

の
助
成
金
が
出
さ
れ
て
い
る

が
、
今
年
度
か
ら
消
費
税
も

上
が
り
大
変
厳
し
い
経
営
事

情
の
中
で
、
ど
ん
な
悪
天
候

の
日
も
声
か
け
、
安
否
確
認

し
な
が
ら
利
用
者
の
た
め
に

頑
張
っ
て
い
る
。
介
護
予
防

な
ど
に
対
す
る
市
町
村
の
体

制
の
強
化
も
求
め
ら
れ
て
い

る
。
助
成
金
を
少
な
く
と
も

２
０
０
円
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

早
川
厚
生
部
長

　
　

平
成
22
年
度
か
ら
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て
業

者
委
託
に
よ
り
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
方
な
ど
に
見
守

り
を
兼
ね
て
食
事
を
配
達
し

て
い
る
。
業
者
か
ら
の
要
望

も
あ
り
、
平
成
25
年
度
か
ら

１
５
０
円
に
増
額
し
た
。
今

年
４
月
か
ら
消
費
税
率
が
引

き
上
げ
に
な
っ
た
状
況
だ
が
、

今
の
と
こ
ろ
増
額
は
考
え
て

い
な
い
。

　
　

平
成
23
年
度
か
ら
３
年

　
　

間
の
予
定
で
加
入
し
た

が
、
市
町
村
の
要
望
が
強
い

こ
と
か
ら
平
成
29
年
３
月
ま

で
の
延
長
と
な
っ
た
。
各
地

で
強
権
的
徴
収
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
３
年
間
で
徴

収
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
た

と
思
わ
れ
る
。
脱
退
し
て
は

い
か
が
か
。

　
　

渡
辺
総
務
部
長

　
　

税
金
を
負
担
す
る
力
が

あ
り
な
が
ら
納
税
意
識
が
薄

い
、
あ
る
い
は
納
税
意
思
が

な
い
滞
納
者
の
解
消
を
目
指

し
て
い
る
。
今
後
も
滞
納
整

理
機
構
と
連
携
し
つ
つ
、
滞

納
者
の
減
少
に
努
め
て
い
く

た
め
、脱
退
は
考
え
て
い
な
い
。

子
育
て
支
援
の
充
実
を

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を

滞
納
整
理
機
構
か
ら
の
脱
退
を

問

問

問 答答

答

答

答答 問 問

問

問答

Ｑ 学校給食費を無償にしてはどうか
Ａ 食材費相当額の負担は
　　　　　　今後もお願いしたい

一般質問

山下節子議員
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今
年
９
月
末
を
も
っ
て
、  

　
　

40
年
以
上
に
わ
た
っ
て

就
航
し
て
き
た
名
鉄
海
上
観

光
船
㈱
の
師
崎
・
伊
良
湖
航

路
が
廃
止
さ
れ
た
。
知
多
半

島
の
海
の
道
が
ま
た
ひ
と
つ

閉
ざ
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
今
、
ま
た
ひ
と
つ
、

歴
史
あ
る
施
設
の
存
続
の
あ

り
方
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
40
年
に
開
設
さ
れ
た
県

の
施
設
、
南
知
多
老
人
福
祉

館
（
ビ
ラ
・
マ
リ
ー
ン
南
知

多
）
で
あ
る
。

　

観
光
地
南
知
多
の
イ
メ
ー

ジ
の
低
下
や
地
場
産
業
の
衰

退
、
雇
用
の
場
の
喪
失
に
つ

な
が
ら
な
い
よ
う
配
慮
が
必

要
だ
と
思
う
が
、
県
か
ら
ど

の
よ
う
な
説
明
を
受
け
て
い

る
か
。

　
　

早
川
厚
生
部
長

　
　

愛
知
県
で
は
、現
在「
第

５
次
行
革
大
綱
」
に
基
づ
き

推
進
し
て
い
る
行
政
改
革
の

中
で
、
南
知
多
老
人
福
祉
館

の
あ
り
方
の
検
討
を
行
っ
て

お
り
、
外
部
有
識
者
に
よ
る

公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
基
に
提

言
を
も
ら
い
廃
止
を
含
め
て

見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
く

と
聞
い
て
い
る
。
廃
止
に
あ

た
っ
て
は
、
民
間
企
業
へ
の

施
設
譲
渡
を
第
一
と
し
た
い

旨
の
説
明
を
受
け
て
い
る
。

　
　

町
と
し
て
は
、
こ
の
見

　
　

直
し
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
意
見
を
伝
え
て
い
る

か
。

　
　

早
川
厚
生
部
長

　
　

県
が
民
間
譲
渡
を
決
定

し
た
場
合
に
は
、「
宿
泊
施

設
と
し
て
の
利
用
」、「
避
難

所
機
能
の
継
続
」、及
び
「
地

元
住
民
の
雇
用
の
確
保
」
を

条
件
と
し
て
ほ
し
い
こ
と
を

伝
え
て
い
く
。

　
　

こ
の
施
設
の
利
用
者
は
、

　
　

地
元
師
崎
区
の
商
工
業

の
店
舗
に
と
っ
て
も
重
要
な

客
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
の

衰
退
を
防
ぐ
こ
と
を
町
と
し

て
も
先
ん
じ
て
講
じ
て
も
ら

い
た
い
が
い
か
が
か
。

　
　
早
川
厚
生
部
長

　
　

観
光
施
設
と
し
て
の
更

な
る
利
用
を
図
る
た
め
民
間

へ
の
譲
渡
を
妥
当
と
判
断
し

た
も
の
で
あ
り
、
譲
渡
が
で

き
な
け
れ
ば
こ
れ
ま
で
ど
お

り
指
定
管
理
者
に
よ
る
営
業

を
続
け
る
と
し
て
い
る
。

　

施
設
が
撤
去
さ
れ
た
り
、

廃
墟
と
な
る
こ
と
は
な
い
と

の
こ
と
だ
が
、
町
と
し
て
も

決
し
て
地
域
の
衰
退
を
招
く

こ
と
の
な
い
よ
う
求
め
て
い

く
。

　
　

こ
の
地
域
の
衰
退
を
食

　
　

い
止
め
る
た
め
の
今
後

の
取
組
み
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
事
業
を
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
そ
の
進
め
方
に
つ
い

て
、
地
域
と
の
関
わ
り
方
な

ど
は
ど
う
か
。

　
　

早
川
厚
生
部
長

　
　

こ
の
地
域
の
産
業
振
興

策
と
し
て
、
師
崎
港
周
辺
整

備
計
画
を
今
年
度
よ
り
進
め

て
い
る
。

　

こ
の
計
画
は
、
師
崎
地
区

の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、

老
朽
化
し
た
師
崎
港
観
光
セ

ン
タ
ー
の
建
替
え
を
中
心
に
、

周
辺
の
整
備
計
画
の
策
定
を

地
元
漁
業
協
同
組
合
、
観
光

協
会
、
商
工
会
、
師
崎
区
、

ま
ち
づ
く
り
会
等
と
と
も
に

進
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

地
域
の
衰
退
に

　
　
　
ス
ト
ッ
プ
を

問答

問

答問 問

答 答

一般質問

Ｑ 地域の衰退をどう食い止めるか
Ａ 師崎港周辺整備計画などを
　　　　　　地域とともに進める

鳥居恵子議員

▶
伊
良
湖
航
路
廃
止
前
の
師
崎

港
と
ビ
ラ
・
マ
リ
ー
ン
南
知
多

（
左
上
）
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一般質問

　
　
空
き
家
バ
ン
ク
を
活
用

　
　
し
移
住
し
た
人
数
と
仕

事
は
。

　
　

齋
藤
企
画
部
長

　
　

本
年
11
月
20
日
現
在
で
、

25
世
帯
64
人
で
あ
る
。

　

仕
事
に
つ
い
て
は
す
べ
て

を
把
握
し
て
い
な
い
が
、
漁

業
に
従
事
し
た
方
、
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
を
開
業
さ
れ
た
方
な

ど
が
い
る
。

　

　
新
規
就
農
・
就
漁
者
の

　
　
人
数
と
定
着
は
。

　
　
平
山
建
設
経
済
部
長

　
　

新
規
就
農
者
は
16
人
で
、

う
ち
７
人
が
町
外
か
ら
の
転

入
者
で
あ
る
。
新
規
就
漁
者

は
35
人
で
、
う
ち
５
人
が
町

外
か
ら
の
転
入
者
で
あ
る
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
移
住
の
取

　
　
り
組
み
で
の
成
果
と
課

題
は
。

　
　

齋
藤
企
画
部
長

　
　

成
果
と
し
て
は
、
制
度

創
設
以
来
64
人
の
方
が
南
知

多
町
に
移
住
さ
れ
、
移
住
後
に

５
人
の
子
供
が
誕
生
し
て
い
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
空
き
家

バ
ン
ク
の
物
件
登
録
件
数
が

少
な
い
こ
と
。

　
　
里
山
中
心
の
地
域
活
性

　
　
化
の
推
進
母
体
を
準
備

し
て
い
る
が
、
町
と
し
て
出

資
や
担
当
者
の
検
討
は
で
き

な
い
か
。

　
　

平
山
建
設
経
済
部
長

　
　

里
山
保
全
活
動
の
よ
う

な
取
り
組
み
は
、
地
域
で
持

続
的
に
行
わ
れ
て
こ
そ
効
果

が
表
れ
る
も
の
だ
と
考
え
る
。

地
域
の
熱
意
と
合
意
形
成
が

何
よ
り
必
要
で
あ
り
、
町
が

参
加・出
資
す
れ
ば
成
果
が
上

が
る
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。

　

推
進
母
体
の
体
制
や
取
り

組
み
内
容
が
持
続
的
な
地
域

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
判
断

で
き
れ
ば
、
財
政
的
、
人
的

な
支
援
を
含
め
検
討
し
た
い
。

　
　
人
口
減
ス
ト
ッ
プ
の
効

　
　
果
を
上
げ
る
に
は
、
役

場
、
議
会
が
一
丸
と
な
り
、
全

町
民
参
加
の
行
政
住
民
一
体

型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
検
討

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

齋
藤
企
画
部
長

　
　

人
口
減
ス
ト
ッ
プ
は
、

町
長
の
掲
げ
る
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
最
重
点
目
標
で
あ
り
、

定
住
促
進
の
た
め
の
組
織
は

立
ち
あ
げ
て
い
な
い
が
、
役

場
自
体
が
定
住
促
進
の
組
織

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　
　
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
を

　
　
見
る
と
、
既
に
十
分
に

認
識
さ
れ
指
導
さ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
本
当
に
必
要
な

の
か
。
先
生
、
生
徒
の
負
担

や
混
乱
に
繋
が
ら
な
い
か
。

　
　

大
森
教
育
長

　
　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

教
育
指
導
の
充
実
や
学
習
状

況
の
改
善
な
ど
に
役
立
て
る

こ
と
が
で
き
、
生
徒
児
童
に

と
っ
て
は
学
習
内
容
の
振
り

返
り
が
で
き
る
こ
と
な
ど
、

学
力
テ
ス
ト
は
十
分
に
意
義

が
あ
る
と
考
え
る
。

　

学
校
別
の
正
解
率
の
公
表

や
順
位
付
け
な
ど
を
す
れ
ば

過
度
な
競
争
に
繋
が
り
混
乱

す
る
と
思
う
が
、
大
切
な
の

は
児
童
生
徒
の
教
育
で
あ
る
。

　
　
40
人
学
級
に
戻
す
こ
と

　
　
に
同
意
す
る
か
。
こ
の

よ
う
な
無
茶
な
方
針
を
断
る

町
こ
そ
、
若
者
が
移
住
し
た

く
な
る
町
だ
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
　

大
森
教
育
長

　
　

40
人
学
級
に
戻
す
と
い

う
こ
と
は
、
財
務
省
の
財
源

論
の
観
点
か
ら
の
話
で
あ
る

と
受
け
取
っ
て
お
り
、
文
部

科
学
省
は
反
対
し
て
い
る
。

若
者
の
移
住
に
関
し
て
は
、

簡
単
に
結
論
付
け
を
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

　
　
道
徳
の
教
育
は
子
供
の

　
　
多
様
性
を
無
視
す
る
。こ

れ
を
撤
回
す
る
よ
う
教
育
委

員
会
で
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

大
森
教
育
長

　
　

児
童
生
徒
が
生
命
を
大

切
に
す
る
心
や
他
人
を
思
い

や
る
心
、
善
悪
の
判
断
な
ど

規
範
意
識
な
ど
の
道
徳
性
を

身
に
つ
け
る
こ
と
は
と
て
も

重
要
だ
と
考
え
る
。
子
供
た

ち
の
多
様
な
考
え
方
を
阻
害

す
る
つ
も
り
は
な
い
。
単
純

に
、
命
を
大
切
に
し
、
他
人

を
思
い
や
る
心
を
育
ん
で
ほ

し
い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。

人
口
減
少
の
緩
和
は
、

自
治
体
発
、町
民
一

体
で
実
現
で
き
る

魅
力
あ
る
環
境
づ
く
り

で
子
育
て
が
し
た
く
な

る
町
を
目
指
し
て

問問問 答答答

問 問

答答

答答

答 問

問 問

Ｑ 里山中心の地域活性化の
　　　　　推進母体に行政の参加を　
Ａ 持続的な地域活性化に繋がるものであれば、
　　　　　  財政的、人的な支援を含め検討したい 石黒正重議員



H27. 2 . 19

常 任 委 員 会 合 同 行 政 調 査
   

10
月
21
日
・
22
日
の
２
日
間
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
と

総
務
建
設
常
任
委
員
会
が
合
同
で
、
福
井
県
若
狭
町
と
富
山

県
南
砺
市
で
行
政
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

   
若
狭
町
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
、
住
民
参
加
型
の
地
域
医
療

再
生
シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
い
て
、
今
後
の
議
員
活
動
の
参
考

と
な
る
、
大
変
有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

【
福
井
県
若
狭
町
】

　

「
若
狭
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ

ン
」
は
、
総
合
計
画
の
後

期
計
画
と
し
て
策
定
さ
れ
、

「
次
世
代
の
定
住
促
進
」
と

「
住
民
自
治
の
推
進
」
を
基

本
戦
略
と
し
て
い
る
。

　

重
点
施
策
の
「
定
住
人
口

お
よ
び
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
」
「
少
子
化
と
高
齢
化
の

同
時
進
行
」
な
ど
は
、
本
町

の
課
題
と
も
重
な
る
部
分
で

あ
る
。

【南砺市の位置】

【
富
山
県
南
砺
市
】

　

南
砺
市
で
は
、
医
師

不
足
等
に
よ
り
医
療
崩

壊
が
始
ま
っ
て
い
る
現

実
を
５
年
前
に
認
識
し
、

医
療
関
係
者
と
住
民
が

連
携
し
て
地
域
医
療
を

守
る
施
策
を
展
開
。

　

富
山
大
学
付
属
病
院
と
も
協

力
し
、
「
地
域
医
療
再
生
マ
イ

ス
タ
ー
養
成
講
座
」
な
ど
の
人

材
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

な
ん    

と

※このページの地図は、国土地理院発行の白地図を使用しています。

◀
若
狭
町
で
の
行
政
調
査

◀
南
砺
市
で
の
行
政
調
査

【若狭町の位置】
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議
会
だ
よ
り

１５
０

町民に読まれ、親しまれる議会だよりづくりを目指していきます。

２
０
１
５
年
２
月
１
日
発
行

愛
知
県
南
知
多
町
議
会

平
成
2
6
年
１２
月
定
例
会

■光市議会の視察風景

10

３月定例会の日程（予定）
３月３日(火)９時３０分～ 初　日

３月４日(水)９時３０分～ 二日目

３月１８日(水)９時３０分～ 最終日

町長施政方針、一般質問 等

議案上程、質疑 等

委員長報告・質疑・討論・採決 等

※都合により変更となる場合があります。
※議会の会議録・日程等は、町ホームページでもご覧いただけます。
■本議会の一般質問は、ケーブルテレビ（ＣＣＮＣ）で放送されます。
　ケーブルテレビの放送予定日
　　　　３月 ９ 日（月）午後１０時～　地上デジタル 12ch（121）
　　　　３月15 日（日）午前１０時～　地上デジタル 12ch（121）

　【
空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て
】

　

10
月
29
日
、
山
口
県
光
市
議
会
の
会
派
、

為
光
会
（
い
こ
う
か
い
）
の
笹
井
琢
代
表

始
め
３
名
が
来
町
し
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
榎
戸
議
長
が
出
席
し
、
南

知
多
町
の
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
現
状
や

運
用
に
あ
た
っ
て
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て

質
疑
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
口
県
光
市
議
会
が
視
察
で
来
町
し
ま
し
た
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